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マイクロ波帯小型高速高性能通信用デバイスの開発
研究代表者 工学部 坂上 岩太
(1)プロジエクトの背景 0目的 :
近年、携帯電話やMIC等に代表されるように、数十MttLから数 GHzに渡る周波数帯での
超小型無線通信システムに関心が集まつている。本プロジェクトはこのような送受信器内部
において用いられる受動系通信用デバイスや超高周波回路システムに着目して、その小型化
高性能化を実現する事を目的としている。また、関連性のある付随的なテーマとして、電磁
シール ド、マイクロ波エネルギー変換、マイクロ波電力合成等の応用的課題を検討する事と
している。
本プロジェクトは研究分野 「超高速情報伝達デバイスの創製と応用」の一環として平成 1
7年4月よリスター トしたものである。
(2)研究成果 :
・基本となるブランチ形信号分配器は信号を均等に2分配し、その二つの出力信号間に90
度の位相差を生じる回路として知られている。この性質はアレイアンテナヘの信号給電回路、
あるいはデジタル通信において外来電磁波信号から音声や画像などの情報信号を取り出すた
めの回路として利用される。本研究では素子の集中定数化により小型化を図り、更には使用
素子数を低減とする新しい知見を導いた。特にアレイアンテナにおけるビーム形成回路にお
いてはブランチ形信号分配器を数百から数千個の単位で使用するので、素子数低減の効果は
大きい。
・マイクロ波電力分配器の一種であるBagley polygon電力分配器に関しては、単位線路の両
端にス トレー トスタブを挿入する方法により小型化を実現した。ここでは、従来の基本回路
の周波数特性をほとんど損なうことなく、面積比で 1/4以下に小型化している。
以上の研究内容については、理論と実験との対比を含めて非常勤研究員報告 (ウリントヤ
氏)に詳しく示されているのでそちらをご参照下さい。
以下に学会発表論文を示す。
(1)I.Sakagalrli,``Branch…line 3…d  couplers consisting of one―quarter and threc―quarters wavelength
transIIlission lines and their realization using lumped elements", 10th lntemational Symposium on
Microwave and(Dptical Technology(ISMOT2005),pp.617-620,Fukuoka,Japan(Aug。2005)。
(2)lヽHaO,L.Lu,LoSun,and IoSakagalrli,“An investigate of frequency characteristics of reduced…size
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rat―racc  hybrids'ち  10th  lntemational  Symposium  on  Microwave  and  Optical  Technology
(ISMOT2005),pp.479-482,Fukuoka,Japan(Aug。2005)。
(3) Io Sakagami and To Wuren, “Impedance―transforming lumped…element co‐directional couplers
and their circuit structureメ' 2005 Asia―Pacific Microwave Conf., Vol.3,pp.1434-1437,Suzhou,
China(Dec. 2005).
(4)To Wuren,K.Taniya,I.Sakagami and M.Tahara, “Miniaturization of 3-and 5…wtt b gley
polygon power dividers," 2005 Asia―Pacific Microwave Conf。, VOl.4, pp.2164-2167, Suzhou,
China(Dec。 2005).
(5)坂上岩太、ウリントヤ、「インピーダンス変換型集中定数コダイレクショナル0カップラ」、
電子情報通信学会 2005年ソサイエティ大会講演論文集、エレクトロニクス1、C-2-
54(2005年9月、札幌市)
(3)プロジェクト成果 (特許,起業,技術移転等):
・素子数低減のブランチ形信号分配器に関しては、初めに理論のみの発表 (2005年12
月国際学会)を行い、今年 1～2月において実験を行ったため、特許性を失う結果となった。
但し、学内での職務発明としては認定された。
提案の素子数低減のブランチ形信号分配器はキャパシタ、インダクタなどの素子数 6個で
構成されるものである。従来の型は8個の素子数である。このブランチ形信号分配器を複数
組み合わせて更に電磁波ビーム形成回路や電磁波電力合成回路等を実現するのであるから、
本提案は基本特許に近いものになり得たと考えている。
(4)プロジェクト成果の応用 ・効果 ・構想 (起業計画,市場での応用 ・効果,特許化構想):
・素子数低減のブランチ形信号分配器は携帯電話や人工衛星等通信用送受信装置の中に組み
込まれるものであり、内外の大手メーカーが激しい競争をしている分野であるので、単独で
の起業は難しいと思われる。但し、特許に関しては内外の大手メーカーの出願特許内容と比
較して、当プロジェクトの研究内容は劣るものではないので、今後特許申請は論文発表に優
先して進める予定である。
素子数低減のブランチ形信号分配器に関しては特許性を失う結果となったが、現在これ代
わる着想を持つているのでなるべく早い時期に理論と実験を検討する。
・マイクロ波電力分配器の一種であるBagley polygon電力分配器に関しては、非常勤研究員
報告にあるように従来の基本回路の周波数特性をほとんど損なうことなく面積比で 1/4以下
の小型化を実現しているので特許性があると考えている。しかしながら、現在、更に別の手
法による、より新規な小型化を考慮しているので、この件についてもなるべく早い時期に理
論と実験を検討する。
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・本プロジェク トの関連性のある付随的なテーマとして、電磁シール ド、マイクロ波エネ
ルギー変換、電磁波ビーム形成回路の一種であるバ トラー ・マ トリックス等に関しては市場
での応用性が期待されるので今後の検討課題である。
(5)利用施設 : なし
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